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令和7年度
第1学年オリエンテーションを実施しました

令和７年度の授業参観を５月２日9時～16時の時間帯にて実施いたしました。

授業参観には、合計333名（令和６年度295名、令和５年度262名、令和４年度292名）の保

護者の皆様にご来校いただきました。中でも１年生の保護者の方の参加者数が最も多く、144名

の方にご参加いただきました。この場をお借りいたしまして、多くの保護者の方に授業参観にご参

加いただきましたことにつきまして感謝を申し上げます。

一昨年度より参加者数が継続的に増加しており、多くの方に授業参観にご参加いただいており

ます。今年度も昨年度と同様、授業時間中に自由に教室に出入りいただく形で開催しており、国語、

数学などの一般科目、各専門系の専門科目・実習科目など、様々な科目が見学対象となっておりま

した。日頃の授業の様子を感じていただくことができておりましたら幸いです。

現在は新カリキュラムが始まって４年目であり、４年生の科目が新科目に置き換わっている最中

となります。来年度で新カリキュラムが完成します。最近では、苫小牧周辺では半導体企業の進

出があり、加えて、世の中でも情報通信技術、特にAI技術およびその応用の進化の速度は増すばか

りです。このような激しい世の中の変化に対応できることが、これからはますます求められま

す。また、世の中の変化に対応するため、昨年度に引き続き、道内４高専合同による「北海道

半導体みらい論」を１から３年生の希望者を対象として開講しており、また、「AI・データサイ

エンス」を２・３年生に開講しております。今後も、基礎となる技術・知識を着実に身に着け

つつ、様々な社会のニーズに応えられるよう、教育の充実に取り組んでまいります。

最後になりますが、今後とも、苫小牧高専における教育・研究活動、学校・寮生活等への

ご理解ご協力をいただきますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

令和7年度

授 業
参 観
実施報告
教務主事補

山本 椋太

4月17日（木）に、本校第二体育館において第1学年オリエンテー
ションを実施しました。
初めに、長野校長による開会あいさつの後、専門系教員による各
専門系の紹介が行われました。各専門系で学ぶ事柄や卒業後の進
路の解説、ユーモアを交えた教員の紹介等、学生にとって次年度の
配属先を検討する一助になったものと思われます。
続いて、北海道警察サイバーセキュリティ対策本部より講師をお
招きし、SNS等に関する講演会を実施しました。学生にとって身近
なSNSを題材に、日常に潜むリスク等をわかりやすく講演していただ
きました。
午後からは、SCORA北海道による性に関する講演会を実施しま
した。動画による講演でしたが、デートDV等学生の身近で問題と
なっている内容について、わかりやすく説明いただきました。
また、タイ・カサセート大学学生派遣の説明や学生主体のピア・
サポートの説明も行われ、新入生にとって様々な経験・出会いの場
が紹介されました。



応用化学・生物系
応用化学・生物系で、オリエンテーションを受

け、まず感じたことは、ほかの系に比べ、選択肢

が多いと感じました。応用化学・生物系は４年

生になると、機能材料コースと食品・バイオコー

スのどちらかを選ばなければならないです。応用化学・生物系

では、ほかの系とは違い、今の段階で、まだ二つの選択肢がある

という応用化学・生物系ならではの特徴だと思いました。また、

オリエンテーションで説明をしてくださった先輩の話で、レポー

トが大変と聞きました。2年生になって半年、学校生活を送って

いて、ほかの系のレポートを見ると、いいなと思うことも多々あ

りますが、文章力や考える力が身につくと思い、レポートに追わ

れる日々をなんとか頑張っています。

電気電子系
4月22日に電気電子系のオリエンテーション
が行われました。始めに、クラス全体に向けて
堀先生から系の概要や授業内容、進路について
の説明があり、その後は班に分かれて各実験室
を訪問し、電気電子系でどのようなことが学べ
るのかを直接先生や先輩方から聞きました。堀先生のお話で
特に印象に残っているのは、電気電子系の就職実績や求人の多
さです。また、実験室で実際に行っている研究内容や取り組み
を見学できたことは、自分のやりたいことや将来の方向性につ
いて深く考えるきっかけになりました。さらに、男女別に分かれ
て、4・5年生との交流の時間がありました。そこでは、全体向
けの説明の際には聞けなかった専門科目の勉強法や資格取得
のポイントなど、実践的で貴重なアドバイスを得ることができま
した。
今回のオリエンテーションを通して、電気電子系での学びの
魅力や進むべき道を明確にでき、今後の学校生活への意欲が
一層高まりました。

情報科学・工学系
情報科学・工学系のオリエンテーションでは、

これからお世話になる先生方の紹介や、学んで
いく専門科目の説明、また、進路についての説明
がありました。
オリエンテーションの途中ではクラス全員で

自己紹介をし、この先4年間同じクラスになる仲間について知る
ことができました。情報科学・工学系ではパソコンやゲームが
好きな人が多かった印象です。
昨年度卒業され、現在専攻科に通っている情報科学・工学系

のOBによる説明もありました。自分たちの代ではどのくらいの
人たちが就職、進学をしたかなどをわかりやすく説明してくれま
した。
まだ2年生ではあるものの、5年生までの流れなどを今のうち

にオリエンテーションで知ることで自分が今何をするべきなの
かがよりわかりました。悔いのない高専生活を送っていきたい
です。

都市・環境系
新学年になり、学びの専門性がより高くなる

ことに不安があった中で、オリエンテーションの

場を通じ、先輩方の体験談を直に聞く貴重な場

をいただいたことにより、これから私たちが学

ぶことがより具体的にイメージできました。そして、漠然として

いた自分の目標が鮮明となるとともに、進路に対する意識が変

化し、2年生となることに改めて気持ちが引き締まったのを感じ

ました。また、今後技術者への進路を歩んでいく中での各自の

心境の変化もあったように感じます。このような機会を設けて

くださった先生方、親身に答えてくださった先輩方に心より感謝

申し上げます。都市環境系の仲間とともに切磋琢磨して、皆で

成長できるクラスにしていきたいです。

機械系
4月22日、機械製図室でオリエンテーション

が行われました。先生方の紹介から始まり、機

械系の専門科目の学習内容や、進路・進学実績

についての説明がありました。先生方の説明は

とても分かりやすく、今後の進路設計の良い参考となりました。

その後、クラス内で自己紹介と機械系の志望理由を語り合いま

した。明確な理由がある学生やなんとなく機械系を志望した学

生がいるなど、様々な学生がこのクラスに集まっていることがわ

かりました。

今回のオリエンテーションで私は、機械系の学生としての意

識を再認識でき、今後4年間の学習への意識が感じることがで

きるよい機会となりました。これからは、クラスメイトと切磋琢

磨しながら、思い出に残る高専生活を送りたいと思います。
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2年1組
高岡尚磨

２年4組
牧野莉子

第2学年
オリエンテーション

2年2組
菅原豪人

2年3組
相田啓斗

2年5組
是元秀斗



春季体育大会を終えて� 学生主事補　多田光宏

先日、本年度の寮祭を無事に終えることができました。レクリエーションでは、まず気配斬りを行いました。目隠しをして相手

の気配を探りながら動く独特のルールに戸惑いも見られましたが、試合が進むにつれ盛り上がっていきました。特に低学年の活

躍が光り、まるで本物のお侍さんのように見えました。決勝戦は静けさと緊張感に包まれ、観客も息を飲むほどの接戦となりまし

た。続いて行ったバレーボールでは、学年混合チームで声を掛け合いながらプレーが展開されました。練習時間はありませんで

したが、ラリーが続くごとにチームワークが出来上がり、白熱した試合を展開していきました。どちらの競技もチーム対抗で行い、

景品のお菓子獲得を目指しながら自然と学年を越えた交流が生まれました。最後は恒例のビンゴ大会を行いました。景品はお

菓子や化粧品、筋トレグッズなど幅広く揃えられ、当たりが出るたびに拍手や笑い声が起こりました。

一年生にとっては初めて、五年生にとっては最後の寮祭です。形は違うかもしれませんが、それぞれにとって思い出になる一日

になっていると嬉しく思います。来年の寮祭が更なる交流を拡げられる行事になることを願っています。

高専通信 3 VOL.169

寮 祭 4年2組 捻金藍衣を振り返って

令和7年6月19日に春季体育大会が開催されま

した。晴天に恵まれ、プログラム通りの競技を行う

ことができ、各クラスが優勝を目指す非常に盛り上

がった大会となりました。晴天の下、全クラスがラジ

オ体操をしている様子を見て、コロナ禍後、やっと日

常が戻ってきたのだなとも思いました。体操後、どの

陸上競技でも球技でも手に汗を握る熱戦が展開さ

れました。駅伝においても、昨年度の反省から、体調

不良者を数名に留めることができました。多くの学

生にとって、充実した思い出深い一日になったことと

思います。

最後になりますが、今大会の運営に尽力してくれ

た体育委員の皆さん、審判の手伝いをしてくださっ

た各クラブの部員の皆さん、競技に参加してくださっ

た教職員の皆さん、競技に様々な形で協力してくだ

さった教職員の皆さんに心よりお礼申し上げます。

本当にありがとうございました。今後の体育大会に

ついてもご理解とご協力をどうかよろしくお願いいた

します。



高 専 体 育 大 会
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第61回北海道地区国立工業高等専門学校体育大会の成績（個人戦は入賞者のみ掲載）

テニス 7月12日〜13日開催　釧路市民テニスコート

男　子 団 体 戦 ���������������� 準優勝

女　子 個人戦シングルス 依 藤 朝 陽（1-5）�������� 第 1位

個人戦シングルス 佐 藤 心 結（2-3）�������� 第 2位

個人戦ダブルス 佐藤心結（2-3）・長谷香凪子（2-3）… 第 3位

サッカー 7月5日〜6日開催　TOMASEIフットボールフィールド

男　子 ������������������������� 優 勝

剣　道 7月5日開催　苫小牧工業高等専門学校第2体育館

男　子 団 体 戦 ���������������� 準優勝

個 人 戦 和 田 　 優（4-1）�������� 第 2位

坂 　 友 喜（2-2）�������� 第 3位

バレーボール 7月11日〜12日開催　サン・リフレ函館（函館市勤労者総合福祉センター）

男　子 ������������������������� 第 3位

女　子 ������������������������� 第2位

バドミントン 7月5日〜6日開催　ウインドヒルくしろスーパーアリーナ

男　子 団 体 戦 ���������������� 優 勝

個人戦シングルス 今 井 瀬 那（4-1）�������� 第 2位

個人戦ダブルス 今井瀬那（4-1）・高野勇斗（4-2）… 第 1位

女　子 団体戦���������������������� 準優勝

個人戦ダブルス 仁平りよ（4-1）・打田和月（4-2）…… 第 1位

野　球 7月12日〜13日開催　函館市千代台公園球場オーシャンスタジアム

男　子 ������������������������� 準優勝

アーチェリー 7月5日開催　苫小牧工業高等専門学校アーチェリー場

男　子 団 体 戦 ���������������� 優 勝

個 人 戦 瀨 尾 光 生 （5-1）������� 第 1位

小 野 慶 治 （3-1）������� 第 3位

女　子 個 人 戦 今 野 杏 奈 （2-1）������� 第 1位

バスケットボール 7月12日〜13日開催　リクルートスタッフィング リック＆スー旭川体育館

男　子 ������������������������� 優 勝

ソフトテニス 7月5日〜6日開催　函館市千代台公園庭球場

男　子 団 体 戦 ���������������� 準優勝

個人戦ダブルス 久保琥珀（4-4）・江良楓真（4-1）…… 第 1位

高橋遼星（3-1）・藤田一真（3-1）…… 第 3位

女　子 個人戦シングルス 今 井 　 泉（4-3）�������� 第 1位

個人戦ダブルス 髙橋乃愛（4-3）・中野古都（4-5）…… 第2位

西槙ゆい（2-3）・佐藤美和（3-3）…… 第 3位

卓　球 7月5日〜6日開催　旭川工業高等専門学校

男　子 団 体 戦 ���������������� 優 勝

個人戦シングルス 清 川 幹 太 （3-4）������� 第 1位

個人戦ダブルス 清川幹太（3-4）・長江大夢（4-2）… 第 1位

女　子 団 体 戦 ���������������� 優 勝

個人戦シングルス 丹 波 瑠 菜（1-2）�������� 第 1位

酒 井 百 恵（2-2）�������� 第 2位

個人戦ダブルス 酒井百恵（2-2）・丹波瑠菜（1-2）… 第 1位

猪股万夢（4-4）・大石朱莉（3-3）… 第 2位

ハンドボール 7月5日開催　苫小牧市総合体育館

男　子 ������������������������� 準優勝



全国高等専門学校体育大会は、高専教育の一環として、広くスポーツ実践の機会を与え、技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身とも
に健康な学生を育成するとともに高専相互の親睦を図ることを目的として毎年開催しています。各地区の高専体育大会を勝ち抜いてきた高専
学生が集い、14ある競技種目を競う大会です。
本校からは、テニス、バスケットボール、ソフトテニス、バドミントン、卓球、水泳、陸上競技、剣道の8種目に出場しました。成績の詳細は次の
とおりです。
なお、12月20日から宮城県で開催されるサッカーの全国大会へ出場予定です。
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第60回全国高等専門学校体育大会の結果について

テニス 8月26日〜28日開催
熊本県民総合運動公園パークドーム熊本、熊本県民総合運動公園（熊本県）

女　子 団 体 戦 �������������� 一回戦敗退

個人戦シングルス �������������� 一回戦敗退

バスケットボール 8月30日〜31日開催
久留米総合スポーツセンター（福岡県）

男　子 ����������������������� 二回戦敗退

卓　球 9月5日〜7日開催
大牟田市総合体育館（大分県）

男　子 団 体 戦 �������������� 予選敗退

個人戦シングルス �������������� 予選敗退

個人戦ダブルス �������������� 予選敗退

女　子　 団 体 戦 �������� 3 位 決 定 戦 敗 退

個人戦シングルス �������� 3位決定トーナメント敗退

個人戦ダブルス �������� 3位決定トーナメント敗退

水　泳 8月23日〜24日開催
鴨池公園水泳プール（鹿児島県）

男　子 50m自由形 田中愼介（5-2）������� 第 5 位

100m自由形 田中愼介（5-2）������� 第 6 位

100m平泳ぎ 高橋　昊（2-5）������� 第 8 位

200m平泳ぎ 高橋　昊（2-5）������� 第 6 位

200mバタフライ 池野聖曜（1-2）������� 第 8 位

4×100mフリーリレー� ������������ 第 5 位

4×100mメドレーリレー� ����������� 第 5 位

陸上競技 8月29日〜30日開催
大分スポーツ公園クラサスドーム大分（大分県）

男　子 400m� ������������������� 決 勝 敗 退

剣　道 8月30日〜31日開催
大牟田総合体育館（大分県）

男　子 個 人 戦 �������������� 一回戦敗退

バドミントン 9月5日〜7日開催
八代トヨオカ地建アリーナ（熊本県）

男　子 団 体 戦 �������������� 一回戦敗退

個人戦ダブルス �������������� 二回戦敗退

女　子 個人戦ダブルス �������������� 一回戦敗退

ソフトテニス 8月30日〜31日開催
熊本県民総合運動公園パークドーム熊本（熊本県）

男　子 個人戦ダブルス �������������� 二回戦敗退

女　子 団 体 戦 �������������� 一回戦敗退

個人戦ダブルス ��������������  一回戦敗退



第27回参議院議員通常選挙の臨時期日前投票所を開設
令和7年7月7日（月）の12時～17時の間、苫小牧市選挙管理委員会委員長からの依頼を受けて、本校学生及び教職員向けに

B202講義室を利用して、第27回参議院議員通常選挙の臨時期日前投票所を開設しました。
本校に臨時期日前投票所を開設することとしたのは、第27回参議院議員通常選挙が、3連休の中日である7月20日（日）が投

票日となっていること、また、苫小牧市選挙管理委員会が、昨今の投票率低下や若者の選挙離れに歯止めをかけ、市民の選挙への
関心と投票率を高めるため、投票環境の向上及び啓発活動
に力を入れており、本校には18歳以上で苫小牧市に住民票
があり、投票所入場券を持つ学生も多いことから、本校校舎
内に投票所を開設して欲しいとの依頼によるものです。

学生及び教職員合わせて、42名の方々に臨時期日前投票
所をご利用いただきました。

タイ高専から留学中の研究生が電気学会C部門大会で優秀プレゼンテーション賞を受賞しました
2025年8月27日（水）から29日（金）に開催された「電気学会 電子・システム・

情報部門大会」で、苫小牧高専に留学中の研究生 Kanok Sereepookkana さん
（ニックネーム：テント）が、Student Competition Session で優秀プレゼンテー
ション賞（Outstanding Presentation Award）を受賞しました。

テントさんは、タイ高専KOSEN-KMITLの専攻科第1期生として2024年10月か
ら2025年9月までの1年間苫小牧高専に留学し、土居研究室（情報科学・工学系）
で研究を行いました。今回の学会では、テントさんがタイ高専と苫小牧高専での
研究成果を英語で発表し、その内容と英語でのプレゼン力が高く評価されました。
Student Competition Sessionでは英語の口頭発表が必須であり、大学院生も多
く発表する中で、大学4年生相当のテントさんが受賞したことは、とても名誉なことです。さらに、この研究は企業との共同研究
によって得られた成果でもあります。
論文タイトル：�Temporal Action Segmentation of Ultra-Low Frame Rate Excavator Work Video at the Construction Site using 

Transformer-Based Model （ASFormer）
著者：Kanok Sereepookkana、 Teerapong Orachon、 Shigeo Doi、 Yuichiro Itayama
概要：�建設現場にあるショベルカーの視点で撮影された超低フレームレート動画から、ディープラーニングを用いてショベルカーが何をしているかを

学習し、ショベルカーの作業日報を自動的に作成するモデルを実装しました。建設現場のドメイン知識の考慮やパラメータチューニングにより、
既存のASFormerモデルよりも良い性能を得ることに成功しました。

参考：https://www.iee.jp/eiss/event/conf2025/6

【サッカー部】3団体より表彰を受けました！
2024年9月14日～18日に函館市で開催された第57回全国高等専門学校

サッカー選手権大会における準優勝の功績に対
し、本校サッカー部が3団体より表彰を受けまし
た。

表彰をいただいた団体は下記の通りです。

＊公益財団法人北海道サッカー協会
＊苫小牧地区サッカー協会
＊公益財団法人苫小牧市スポーツ協会

　また表彰していただけるよう、部員一同、
全力を尽くします！

VOL.169 6 高専通信
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オープン
キャンパス
開催報告
教務主事補
長澤智明

苫小牧高専では、中学生や保護者の皆様、中学校関係者の方々に本校の教育活動を

知っていただく機会として、毎年オープンキャンパスを実施しています。

今年度は8月2日（土）・3日（日）の2日間にわたり開催しました。初日はあいに

くの豪雨に見舞われましたが、2日目は天候にも恵まれ、多くの皆様にご来場いただ

きました。2日間の参加者は、中学生325名、保護者414名の合計739名にのぼりま

した。市内外から本校に関心を寄せて足を運んでくださった皆様に、心より感謝申し上

げます。

当日は、5つの専門系による体験・実験・展示コーナーのほか、学校概要説明、学生寮見学、創造

工学工房見学、入試問題解説を実施しました。参加者の皆様には、本校の教育や学生生活について多面的に

知っていただく機会となったことと思います。

アンケートでは、「苫小牧高専を知る上で大変参考になった・参考になった」との回答が100％に達し、オー

プンキャンパスの目的を果たすことができました。さらに、「苫小牧高専に進学したい（させたい）」との回

答は約75％、残りの25％も「まだわからない」という結果でした。今後は、全ての方に進学したいと考えて

いただけるような魅力的な学校づくりに励みたいと思います。多くの皆様のご参加とご協力により、今年度の

オープンキャンパスも盛況のうちに終了いたしました。誠にありがとうございました。

アンケートでいただいたご意見の一部を紹介いたします。

☞�学生や教職員のみなさんが笑顔で親切に案内してくださり
感動しました。専門知識だけでなく、人として大切なことを
学べる学校だと感じました。

☞�悪天候の中での傘の貸し出しや水分提供など細やかな配
慮に感謝します。先生と学生の良好な関係性や、5年生の自
信に満ちた姿を見られことも進学の参考になりました。

☞�校長先生はじめ教員のみなさんが熱心で温かい教育をさ
れていると感じました。学生のみなさんも大変親切で、プライドをもって学業に勤しんでいること
が伝わってきました。

☞�学生の方々が積極的に質問を受けてくださり、学校生活や進路について率直に話してくれました。
勉強だけでなく、こうした学生が育つ学校に子供を通わせたいと思いました。

PUS 2025
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OPEN CAM

学校概要説明の様子

都市・環境系の体験コーナー

機械系の体験コーナー

応用化学・生物系の体験コーナー

電気電子系の体験コーナー 情報科学・工学系の体験コーナー

創造工学工房見学の様子 入試問題解説の様子



ソフトウェアテクノロジー部部長の情報科学・工学系4年治田

凪冬です。ソフトウェアテクノロジーには、現在30名程度で活動

しています。週に1度集まり、みんなでプログラミングをしています。

10月には、「 全国高等専門学校プログラミングコンテスト」（ 以

下、高専プロコンという）があり、与えられた問題を解くためのプ

ログラムを協力して開発します。毎年5月に問題が公開され、様々

な解き方を試しながら、プログラムを改良していきます。昨年度の

高専プロコンでは、大きな盤面のピースを右、左、上、下に動かし、

絵を完成させるよう

な課題でした。こ

の 大 会では3回 戦

あるトーナメントの

うち、2回戦進出を

達成しました。

日 々 の 活 動 で

は、部員同士でゲー

こんにちは！北島未聖です。皆さんは、スキーやスケートとい

う競技をテレビ等で観戦する事がありますか？オリンピックで観

戦した方も多いと思います。地域によっては、小・中学校の授業

で体験した事がある方もいるかもしれません。スキーやスケート

と言っても、色々な種類があります。例えば、スキーだけでも大き

く分けて、アルペンスキー、ノルディックスキー、フリースタイルス

キー、に分けられます。スケートの場合は、スピードスケート、フィ

ギュアスケート、ショートトラックスピードスケート、アイスホッケー

と4種類に分けられます。同じスキーやスケートでも、それぞれ違っ

た魅力があり、非常に面白いので、是非一度体験してみて欲しい

です。

苫小牧高専のスキー・スケート同好会

ですが、非常に歴史が浅いです。道内でス

キーやスケートの部活がある中学校も少

ないことから、入部してくる部員の多くは

初心者です。また、活動場所が校内では

ないため、移動に少し手間がかかってし

まいます。ですが、練習は自分の限界を

超えていこうという姿勢で取り組んでい

ます。その成果として、昨年度は、スピー

ムを開発したり、お互

いに教えあったりな

ど、先輩後輩かかわら

ず、楽しく交流してい

ます。また、先輩部員

が自主的に勉強会や

プレゼンテーション会

を開催するなど、様々

な経験をすることができます。

部員は情報科学・工学系の学生が多いですが、機械系や都市・

環境系の学生もいます。今年の新入部員は、プログラミング未経

験者も多かったですが、入部当初よりも大きく上達し、活動を楽し

んでいます。また、ソフトウェアテクノロジー部では、プログラミン

グだけでなく、3Dモデリングやボーカロイドを使った作曲など、コ

ンピュータに関連する幅広い分野に挑戦することもできます。

高専プロコンで活躍したい人や、プログラミングに挑戦したい

人、コンピュータを使って何かを創ってみたい人や、情報科学・工

学系に興味がある人など、少しでも興味があれば、見学してみませ

んか。皆さんの参加をお待ちしております！

ドスケートで全道大会

に 出 場し、「 全 国 大

会出場」を果たしまし

た。今後も練習の一

つひとつを大切にし、

大会では全力を尽くし

ていけるように頑張り

ます。

最後に、部活動として夏はあまり動けません。それにより、大変

兼部がしやすい部活になってます。興味がある方は是非お声がけ

ください。よろしくお願い致します。
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ク ラ ブ 活 動 報 告
ソフトウェアテクノロジー部

スキー・スケート同好会

2年2組� 北島未聖



水泳部部長の機械系5年竹田優斗です。水泳部は現在1年生

から5年生までの選手6名、マネージャー1名の計7名で活動を行っ

ています。水泳部は7月に行われる高体連や8月に行われる全国

高専大会に向けて日々活動を行っています。他の部活のように部

員全員で練習をするのではなく個人の所属しているクラブチーム

で練習を行っておりますが上記の大会については苫小牧高専水

泳部として出場しています。活動頻度については個人差がありま

すが週に5回、1日2時間ほど行っています。

上記の大会以外にもクラブチームとして月に1回以上地域大会

や全道大会に出場しており、自己ベスト更

新を目指して日々練習を行っています。興

味があるけど水泳の経験がないという方

でもマネージャーとして入部していただく

ことが可能です。2つの大会での選手の

サポートがメインでそれ以外の活動はほ

とんどありません。特に高専大会につい

ては近年、毎年全国大会に出場をするこ

とができており総合成績も徐々に高く

苫小牧高専将棋部は現在部員17名で毎週水・木・金曜日の放

課後に鳳翔会館二階の和室で活動しています。部員はこれまで

まったく将棋を指したことがない初心者から将棋を小さいころか

ら将棋を指していた経験者まで様々で、ほかの部と兼部しながら

将棋部に来ている人もいて賑やかな部活です。

将棋は指し手のパターンが膨大で、体を動かしたりしないので

戦略を練れば練るだけ強くなっていくことが最大の魅力です。じっ

くりと考えることで時には状況が一気に逆転する良い手が飛びで

てくることがあり、そんな一手を指せるとこ

れまでの練習をやっていてよかったと感じ

ることができ、努力が実ったことを実感で

きる奥が深くおもしろいスポーツです。相

手の狙いや次の手を読むことが大切で、

感想戦と呼ばれる試合後の振り返りで

相手ともっと良い手がないかを探したり

別の手を指していたりしていたのなら試

合展開はどんなふうに変わっていたのか

を二人で考えることも多く、一人でやるも

なってきています。

今年度は総合成績

8位以内を目指して部

員一人一人が日々活動

を行っています。校内

での活動がほとんどなく「 未経験の自分が入部するのはちょっと

…」となりがちですが毎日地道に練習を続けていれば全国大会に

出場することも可能です。水泳は全身運動であり、健康な体づく

りを行うこともできます。また体力や集中力が身につくだけでな

く、目標に向かって努力する力や、最後まであきらめない精神力も

鍛えられます。私たちと一緒に全国大会に出場し、一生の思い出

をつくりましょう！

のではなく、相手と対戦し

ていることを強く意識でき

ることも面白い要素の一つ

です。

普段の活動では部員同

士で対局することが大半で

それが終わったら感想戦を

して一局を振り返ります。ア

ドバイスをし合ったりAIで解

析したりすることで日々切

磋琢磨しています。それだ

けではなく、部活の中での大

会や詰将棋の練習などのイ

ベントもたまに行っており、部

員全員が良い雰囲気で楽しく活動しています。

毎年全国高専大会の団体戦と個人戦に出場しており、近年で

はなかなか成績は振るわないものの、自分の実力を試すことがで

き、もっと将棋を頑張ろうと思えます。

将棋に興味がある人や将棋を経験したことがある人はぜひ体

験に来てください。
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水泳部

5年1組� 竹田優斗

3年1組� 浜辺裕樹

将棋部



創造工学科1〜2年生の11名が、8月17日（ 日）〜8月24日（ 日）の約一週間、学術交流指定校である、カセサート大学（ タイ・バンコク）
で研修を行いました。その参加者のうち学生有志5名で座談会を行いました。� 引率教員：大澤拓門 助教／聞き手：有馬隆司 准教授

2年1組：村上航琉 2年4組：松本雪希 1年4組：藤井千煌 1年1組：赤井叶望 1年5組：本多　命
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タ
イ 

カ
セ
サ
ー
ト
大
学
　
低
学
年
派
遣
研
修
座
談
会

は
外
国
人
慣
れ
と
い
う
か
、日
本
だ
と
コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
て
海
外
の
人
が
来

る
と
店
員
が
対
応
に
身
構
え
る
み
た
い
な
話
を
聞
き
ま
す
け
ど
、タ
イ
だ
と

店
員
も
海
外
の
人
ね
、は
い
は
い
み
た
い
な
慣
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

有
馬
：
交
通
事
情
と
か
マ
ナ
ー
と
か
、風
習
と
か
人
と
の
付
き
合
い
方
と
か

が
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

松
本
：
バ
イ
ク
の
ほ
か
に
、日
本
で
い
う
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
み
た
い
な
の

を
ブ
ン
ブ
ン
乗
り
回
し
て
い
る
学
生
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、こ
ん
な
デ
コ
ボ
コ
の

道
路
で
よ
く
行
け
る
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

村
上
：
で
も
道
路
自
体
を
一
方
通
行
に
す
る
こ
と
で
、事
故
自
体
を
減

ら
す
っ
て
い
う
解
決
方
法
が
強
引
だ
け
ど
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

研
修
に
参
加
し
て
得
た
も
の
や
、何
か
ち
ょっ
と
変
わ
っ
た
こ
と
等
気
づ
き

み
た
い
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

村
上
：
現
地
で
物
理
の
授
業
を
受
け
た
時
に
微
分
の
話
が
出
て
、そ
こ
で

今
ま
で
若
干
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
物
理
の
授
業
を
英
語
で
受
け
て
い
て
、今
の
公
式
と
は
別
に
、微
分

を
使
っ
て
速
度
を
出
す
際
に
公
式
を
導
出
し
て
い
る
時
、以
前
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
っ
て
不
明
だ
っ
た
部
分
が
頭
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。

松
本
：
村
上
く
ん
の
立
派
な
話
の
後
に
言
う
の
も
な
ん
な
ん
で
す
が
、翻

訳
ア
プ
リ
が
あ
っ
た
ら
意
外
と
ど
こ
で
も
行
け
る
の
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

最
初
、電
車
に
乗
れ
る
か
な
っ
て
不
安
だ
っ
た
ん
で
す
が
、G
o
o
g
le
翻

訳
が
あ
っ
た
ら
ど
こ
で
も
行
け
る
。
タ
イ
語
訛
り
の
英
語
も
、タ
イ
語
で
す

ら
も
、音
声
翻
訳
通
し
た
ら
一
発
で
大
丈
夫
で
し
た
。
あ
ま
り
怖
気
づ
か
ず

今
回
の
タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
の
低
学
年
派
遣
研
修
に
参

加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

村
上
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
で
、タ
イ
に
日
本
人
の
友

人
が
い
て
、タ
イ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
面
白
そ
う
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ち
ょ
う
ど
タ
イ
の
海
外
研
修
と

い
う
話
を
聞
い
て
、こ
れ
も
何
か
の
縁
か
な
と
思
っ
て
応
募
し

ま
し
た
。

松
本
：
去
年
参
加
し
た
友
達
か
ら
、「
海
外
研
修
よ
か
っ
た
」

と
い
う
話
を
色
々
聞
い
て
い
た
の
と
、自
分
自
身
英
語
に
あ

ま
り
自
信
が
な
く
て
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
、異
文
化
に

触
れ
る
と
い
う
面
で
学
び
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
友

達
も
参
加
す
る
と
の
こ
と
で
、参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

藤
井
：
海
外
に
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
苫
高
専
に
来

た
の
も
、研
修
が
他
の
高
専
よ
り
も
多
い
と
い
う
の
が
理
由

で
、こ
の
た
め
に
来
た
の
で
応
募
し
ま
し
た
。

赤
井
：
将
来
、海
外
で
外
国
の
人
と
も
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な

る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
う
ち
に
語
学
学
習
や
、人

と
関
わ
る
と
き
の
マ
ナ
ー
、心
持
ち
な
ど
を
勉
強
し
て
お
き
た

く
て
参
加
し
ま
し
た
。

本
多
：
元
々
海
外
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、加
え
て
姉
と

兄
が
ち
ょっ
と
海
外
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、話
を
聞
い

て
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
海
外
へ

行
っ
て
知
見
を
広
め
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
、今
回
応
募
し
た

理
由
で
す
。

研
修
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

村
上
：
現
地
の
人
の
英
語
で
、訛
り
が
強
い
人
と
弱
い
人
が
い

て
、大
学
の
中
だ
と
結
構
英
語
で
話
し
て
い
て
も
通
じ
る
ん
で

す
け
ど
、大
学
の
外
の
コ
ン
ビ
ニ
と
か
に
行
く
と
全
然
通
じ
な

い
み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ
て
、印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

松
本
：
文
化
交
流
・
文
化
学
習
の
時
に
、タ
イ
の
学
生
さ
ん
が

と
て
も
優
し
く
て
、す
ご
く
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
微
笑
み

の
国
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
研
修
の
時

間
外
で
す
と
、道
路
に
信
号
が
な
く
て
、車
通
り
が
凄
く
て
。

バ
イ
ク
も
多
く
て
5
人
乗
り
と
か
し
て
て
、す
ご
く
怖
か
っ
た

で
す
。
ど
う
い
う
時
に
進
ん
で
い
い
の
か
、信
号
も
渡
れ
な
く

て
、街
を
歩
く
の
も
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。

藤
井
：
や
っ
ぱ
り
物
価
で
す
ね
。
本
当
に
特
に
食
べ
物
が
安

す
ぎ
て
1
食
2
0
0
円
と
か
1
5
0
円
と
か
全
部
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
う
。
本
当
に
こ
れ
は
印
象

に
残
っ
て
ま
す
。

赤
井
：
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
道
路
の
造
り
の
違
い
で
す
。

北
海
道
だ
か
ら
っ
て
い
う
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、私

た
ち
が
い
つ
も
見
て
い
る
道
路
っ
て
割
と
車
線
数
が
多
く
て
平

坦
な
道
な
ん
で
す
。
タ
イ
は
道
路
自
体
と
高
低
差
が
あ
っ
て
、

さ
ら
に
高
架
道
路
が
沢
山
架
か
っ
て
い
て
、地
形
の
違
い
を
感

じ
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

本
多
：
先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、タ
イ
の
方
の
英
語
の
訛
り

が
す
ご
く
て
驚
き
ま
し
た
。
留
学
に
行
く
前
は
現
地
の
英
語

を
一
括
り
で
考
え
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、訛
り
の
有
無
で
全
然

変
わ
る
ん
だ
な
と
い
う
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

色
々
な
人
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、こ
れ
は
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。

藤
井
：
別
の
文
化
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
中
で
、文
化

の
ベ
ー
ス
が
違
う
ん
だ
な
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
日
本
人

と
話
す
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。
話
す
時
に
ど
う
い
う
ベ
ー
ス

で
話
す
か
を
考
え
る
と
、ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

赤
井
：
本
当
に
英
語
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
っ
て
い
う
実
感
を
得

ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
に
行
く
前
D
M
M
英
会
話
で
勉
強
し
て
た
の
で
す
が
、

帰
っ
て
き
て
か
ら
テ
ス
ト
の
点
数
が
す
ご
く
上
が
っ
て
い
て
、び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

本
多
：
あ
ち
ら
の
大
学
生
の
方
々
と
交
流
す
る
場
面
が
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
が
多
く
て
、本
当
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

英
語
の
語
学
学
習
に
つ
い
て
は
、行
っ
た
前
後
で
D
M
M
英
会
話
の
点
数
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
で
す
。
頑
張
っ
て
聞
き
取
ろ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

全
然
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、今
後
英
会
話
に
力
を
入
れ
よ
う
と
思
い

ま
す
。

い
ま
だ
か
ら
言
え
る
失
敗
談
。

松
本
：
最
初
、日
本
と
タ
イ
の
レ
ー
ト
が
違
う
っ
て
い
う
の
を
重
く
捉
え
て

い
な
く
て
、先
に
日
本
で
ち
ょっ
と
大
き
め
に
両
替
し
て
し
ま
い
、そ
れ
で
い

く
ら
か
損
し
た
っ
て
い
う
の
が
結
構
大
き
な
後
悔
で
し
た
。

赤
井
：
タ
イ
っ
て
下
水
処
理
的
に
紙
流
し
た
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
け
ど
、流
し

ち
ゃっ
た
人
が
い
て
、気
を
つ
け
よ
う
っ
て
思
い
ま
し
た
。

本
多
：
前
々
か
ら
物
価
は
安
い
こ
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
、多
め
に
使
っ
て

も
ま
あ
大
丈
夫
か
っ
て
調
子
に
乗
っ
て
い
た
ら
、最
終
日
目
前
に
な
っ
て
、手

持
ち
の
お
金
が
微
妙
に
な
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
お
金
の
ご

利
用
は
計
画
的
に
と
い
う
こ
と
で
す
ね
、

有
馬
：
皆
さ
ん
お
金
で
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

本
多
：
日
程
の
最
後
の
方
で
お
土
産
買
お
う
と
思
っ
て
入
っ
た
店
が
、キ
ャッ

シ
ュ
レ
ス
オ
ン
リ
ー
で
、え
え
？
こ
れ
ど
う
し
よ
う
、と
な
り
ま
し
た
。
海
外

旅
行
の
際
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

村
上
：
僕
は
普
通
に
海
外
で
も
使
え
る
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
結
構
色
々
な
国
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、海
外
で
あ
っ

た
ら
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
研
修
に
参
加
す
る
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
し
た
ら
？

村
上
：
お
金
の
面
で
、僕
は
初
日
の
方
か
ら
2
日
間
く
ら
い
は
様
子
見
し
て

た
の
で
、向
こ
う
の
物
価
に
慣
れ
る
っ
て
い
う
期
間
を
ち
ょっ
と
挟
ん
で
か
ら

お
買
い
物
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

松
本
：
結
構
過
去
の
研
修
参
加
生
の
資
料
で
、ど
の
ぐ
ら
い
の
お
金
を
持
っ

て
行
っ
た
か
を
調
べ
て
、自
分
の
お
金
を
持
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、そ

れ
で
も
足
り
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
、可
能
で
あ
れ
ば
思
っ
て
る
よ
り

多
め
に
持
っ
て
行
っ
た
方
が
気
に
し
な
い
で
い
ら
れ
る
の
で
い
い
と
思
い

ま
す
。

藤
井
：
留
学
に
行
く
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
な
ら
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た
の

で
、行
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
き
た
り
で
す
が
や
っ
ぱ
り
一
番
の

助
言
だ
と
思
い
ま
す
。

赤
井
：
自
由
時
間
が
結
構
あ
る
ん
で
す
け
ど
、そ
う
い
う
時
は
友
達
と

色
々
な
所
に
行
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
雨
が
降
っ
て
い
て
も
雨
も
い
い

で
す
。
ビ
シ
ャ
ビ
シ
ャ
に
な
り
な
が
ら
遊
ん
だ
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

本
多
：
外
出
の
際
に
一
度
ス
コ
ー
ル
に
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、ち
ゃ
ん
と

雨
具
系
の
対
策
グ
ッ
ズ
は
持
っ
て
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。
特
に
靴
は
、海

外
行
く
と
し
た
ら
1
足
し
か
な
い
の
で
、乾
燥
系
の
グ
ッ
ズ
を
持
っ
て
行
っ
た

ほ
う
が
い
い
か
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

村
上
：
今
バ
ー
ツ
高
な
ん
で
、来
年
参
加
の
人
は
レ
ー
ト
も
気
を
つ
け
て
と

思
い
ま
す
。

有
馬
：
こ
れ
を
持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
な
み
た
い
な
も
の
と
か
あ
り
ま
し

た
か
。



特
に
美
味
し
か
っ
た
も
の
を
一
人
ず
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
上
：
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
が
一
番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
日
本
で
食
べ
た
物

よ
り
も
ち
ゃ
ん
と
ス
パ
イ
ス
が
効
い
て
、本
場
の
味
っ
て
感
じ
が
し
て
良
か
っ

た
で
す
。

松
本
：
フ
ル
ー
ツ
の
ス
ム
ー
ジ
ー
で
す
。
値
段
が
と
て
も
安
い
の
に
サ
イ

ズ
が
大
き
く
て
、素
材
の
味
が
し
て
、研
修
中
は
ず
っ
と
ス
ム
ー
ジ
ー
を
飲
ん

で
い
ま
し
た
。

藤
井
：
南
国
の
フ
ル
ー
ツ
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
甘
く
て
、さ
す

が
本
場
っ
て
い
う
感
じ
の
フ
ル
ー
ツ
で
し
た
。

赤
井
：
カ
オ
マ
ン
ガ
イ
が
一
番
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
学
食
で
1
食

1
5
0
円
く
ら
い
で
食
べ
れ
て
、1
日
1
食
食
べ
て
ま
し
た
。

本
多
：
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
食
べ
物
は
ド
リ
ア
ン
で
す
。
今
ま
で
一
度

も
食
べ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
の
で
す
が
、南
国
特
有
の
植
物
と
い
う
感
じ
で

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

授
業
時
間
外
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
？

松
本
：
授
業
時
間
外
は
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
ず
っ
と
行
っ
て
て
、M
B
K

セ
ン
タ
ー
と
か
ア
ユ
タ
ヤ
モ
ー
ル
と
か
3
〜
4
箇
所
ぐ
ら
い
行
っ
た
ん
で
す

が
、ど
れ
も
お
店
が
多
い
の
と
、何
よ
り
物
価
が
安
か
っ
た
で
す
。
コ
ス
メ

シ
ョッ
プ
に
友
達
と
行
っ
た
ん
で
す
け
が
、タ
イ
の
美
容
部
員
さ
ん
が
す
ご

く
優
し
か
っ
た
で
す
。 番

外
編

先生方から感想
有馬：�皆さんの話を聞いていて、すごくいい経験をしたということを感じました。羨ましいなと思います。特

に印象に残ったのは、コミュニケーションに対する捉え方が皆さん大きく変わったようなことを色々言
われていたことです。これは今後とても役に立つことで、英語に対する苦手意識とか言語の壁とかに
ついて、意識がガラッと変わったと思います。これから皆さんが高専内でも社会に出ても、外国人に
限らず様々な人に会う時に絶対必要になる意識であり、今までの考え方の転換になりますので、ぜひ
今回の経験を生かしていってください。

大澤：�皆さんお疲れ様でした。長い研修でしたけど、研修を最初から通して見ていて、コミュニケーションの
取り方がとても成長したなと感じました。
初日は、現地の学生さんがご飯に誘ってくれたりしていて、ちょっとまだ慣れていない人もいるかなと
思っていましたが、最終日の方になると「先生、僕たち今からカラオケ行くんですけど、先生もどうです
か！」といった感じで、現地の学生と仲良くなっていて凄いなあ、と。あとはさっきお金の話とかもあり
ましたけど、皆さん自分の力でなんとか解決していて、こういう経験は皆さんの今後の人生を豊かにし
てくれるかと思います。
今回の研修で得たものを、大切に忘れないようにして、高専生活だけじゃなく、今後の人生に生かしても
らえばいいですね。

藤
井
：
フ
ル
ー
ツ
が
食
べ
た
か
っ
た
の
で
、タ
イ
の
友
人
た
ち
と
ナ
イ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
お
祭
り
並
み
に

大
き
く
て
、本
当
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
リ
ア
ン
も
そ
こ
で

買
っ
て
、と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
と
て
も
楽
し

い
の
で
お
す
す
め
で
す
。

赤
井
：
大
学
の
周
り
を
散
歩
し
た
の
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
タ

イ
の
空
気
感
を
感
じ
ら
れ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
と
は
す
ご
く
人
慣

れ
し
た
野
良
犬
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

本
多
：
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
す
。
そ
の
中
で

も
先
ほ
ど
話
が
あ
っ
た
化
粧
品
の
お
店
で
、人
生
で
初
め
て
化
粧
品
の
お
店

に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
っ
て
、新
鮮
な
気
持
ち
が
味

わ
え
ま
し
た
。
あ
と
は
店
員
さ
ん
が
優
し
く
て
、気
軽
に
試
さ
せ
て
く
れ
て

と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

有
馬
：
皆
さ
ん
色
々
楽
し
ん
で
き
た
よ
う
で
す
ね
。
今
の
話
を
聞
く
と
、割

と
買
い
物
と
か
近
場
が
楽
し
か
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
意
見
が
多
い
で
す
が
、

最
終
日
の
歴
史
遺
産
と
か
は
ど
う
で
し
た
か
。

本
多
：
美
術
館
が
結
構
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
で
か
い
亀
や
美
術
館
の

表
の
方
に
い
た
ケ
ン
タ
ウ
ル
ス
み
た
い
な
の
み
た
い
な
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
色
使
い
も
東
南
ア
ジ
ア
を
感
じ
る
芸
術
で
し
た
。
2
時
間
で
は

足
り
な
か
っ
た
で
す
ね
。

有
馬
：
ち
な
み
に
、お
土
産
で
買
っ
て
よ
か
っ
た
も
の
と
か
あ
り
ま
し
た
か
。

藤
井
：
ヤ
ー
ダ
ム
っ
て
い
う
、ハ
ー
ブ
と
か
薬
草
を
集
め
た
香
り
袋
が
、す

ご
く
良
か
っ
た
で
す
。

松
本
：
王
道
の
ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
ー
を
沢
山
買
っ
て
、蜂
蜜
も
ボ
ト
ル
で
買
い

ま
し
た
。
安
く
て
美
味
し
く
て
、み
ん
な
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

村
上
：
ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
ー
で
言
う
と
、バ
ナ
ナ
マ
ン
ゴ
ー
と
ア
ッ
プ
ル
マ
ン

ゴ
ー
の
味
の
違
い
が
あ
っ
た
っ
て
親
が
言
っ
て
い
た
の
で
、試
し
て
み
た
ら
か

な
り
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
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松
本
：
部
屋
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が
な
く
て
、同
室
の
後
輩
の
を
ず
っ
と
借
り
っ

ぱ
な
し
で
し
た
。
あ
と
は
部
屋
に
ス
リ
ッ
パ
が
な
い
の
で
、ス
リ
ッ
パ
を
持
っ

て
っ
た
ら
す
ご
く
部
屋
が
快
適
で
、飛
行
機
で
も
の
び
の
び
過
ご
せ
る
の
で

い
い
か
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

本
多
：
日
程
の
最
後
で
遺
跡
や
宮
殿
に
行
っ
た
時
に
、長
ズ
ボ
ン
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地
は
暑
い
の
で
、不
要
と
思
っ
て
い

た
ら
ま
さ
か
で
し
た
。
あ
ち
ら
で
長
ズ
ボ
ン
を
買
う
羽
目
に
な
り
、そ
れ
が

と
て
も
高
価
で
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
荷
物
チ
ェッ
ク
は
し
と
か
な
い
と
、と
思
い

ま
し
た
。

松
本
：
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
の
計
量
器
を
持
っ
て
っ
た
ら
結
構
便
利
で
し
た
。

空
港
で
安
心
で
き
ま
す
。

藤
井
：
海
外
っ
て
ス
リ
が
多
い
の
で
、腰
に
つ
け
る
ポ
シ
ェッ
ト
を
注
文
し
て

持
参
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
の
が
あ
る
と
便
利
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

今
回
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

村
上
：
初
め
て
の
海
外
で
、大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
思
っ
て
い
る
以

上
に
自
分
に
足
り
な
い
も
の
が
多
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
知
れ
た
の

が
良
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、高
専
に
来
て
い
る
人
た
ち
は
技
術
者
に
な
る
人

が
多
い
の
で
、今
後
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
手
掛
け
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
留
学
の
経
験
が
生
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

松
本
：
高
専
を
卒
業
す
る
と
、職
場
の
関
係
で
海
外
の
人
と
も
関
わ
る
こ
と

が
多
い
と
思
う
の
で
、そ
う
い
っ
た
際
に
苦
手
意
識
を
持
た
ず
、積
極
的
に

自
分
か
ら
関
わ
る
っ
て
い
う
の
を
大
事
に
し
た
い
で
す
。

藤
井
：
現
地
の
大
学
生
の
方
が
、す
ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
て
く
れ
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
日
本
に
も
外
国
の
方
が
増
え
て
く
る

と
思
う
ん
で
す
が
、自
分
も
そ
う
い
う
風
に
外
国
の
方
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、人
と
関
わ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
海
外
を
経
験
し
、外
国
の
方
と
相
対
す
る
場
面
に
慣
れ

て
、人
脈
を
作
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
多
：
自
分
も
海
外
の
方
と
関
わ
る
よ
う
な
技
術
者
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
言
語
や
文
化
の
違
い
な
ど
ち
ゃ
ん
と
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
他
、語
っ
て
お
き
た
い
こ
と
。

村
上
：
親
に
、飛
行
機
の
便
名
と
、1
日
の
終
わ
り
に
定
時
報
告
を
し
な
さ

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
す
ご
く
大
事
だ
な
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な

約
束
し
て
お
く
と
、親
御
さ
ん
も
安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

藤
井
：
現
地
で
友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、大
き
な
部
屋
の
4

隅
に
部
屋
が
あ
っ
て
、そ
の
一
面
の
壁
が
全
部
透
明
で
、廊
下
に
い
て
も
音
漏

れ
が
激
し
く
て
驚
き
ま
し
た
。

有
馬
：
何
語
で
歌
う
ん
で
す
か
？

藤
井
：
日
本
語
で
す
。
日
本
語
の
歌
も
か
な
り
あ
っ
て
、一
緒
に
留
学
し
た

友
達
と
行
っ
た
の
で
、日
本
語
の
曲
ば
か
り
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
人

も
「
鬼
滅
の
刃
」の
曲
と
か
歌
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

有
馬
：
英
語
で
「
鬼
滅
の
刃
」歌
っ
て
た
の
？

藤
井
：
い
や
、日
本
語
で
歌
っ
て
ま
し
た
。
結
構
日
本
文
化
が
浸
透
し
て
い

る
み
た
い
で
す
。

松
本
：
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
美
味
し
い
の
で
お
す
す
め
で

す
。
日
本
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
は
違
い
、お
店
で
焼
い
て
く
れ
ま
す
。
あ

と
、こ
れ
は
食
べ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、お
店
の
看
板
に
「
本
物
の
寿
司
」っ

て
書
い
て
あ
っ
て
本
当
か
な
と
思
っ
て
メ
ニュ
ー
見
た
ら
全
然
「
寿
司
」じ
ゃ

な
く
て
、カ
ラ
フ
ル
で
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
や
、

中
に
キ
ム
チ
が
入
っ
て
い
た
り
（
笑
）。

本
多
：
後
半
手
持
ち
の
お
金
が
足
り
る
か
微
妙
に
な
っ
た
の
で
、セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
の
ア
ン
パ
ン
が
す
ご
く
重
宝
し
ま
し
た
。
10
バ
ー
ツ
、日
本
円
で

50
円
く
ら
い
で
買
え
た
の
で
。
あ
と
は
バ
イ
キ
ン
グ
に
寿
司
が
あ
っ
て
、食

べ
て
み
た
ら
タ
イ
米
で
や
っ
ぱ
り
寿
司
は
日
本
の
方
が
い
い
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
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1 事 業

高専協力会だより 苫小牧高専協力会の活動について
2024年4月1日〜2025年3月31日

4 諸 会 議
❶ 総会
日 時：2024年7月1日（月）16：30〜17：30
場 所：グランドホテルニュー王子　3階「グランドホール」

❷ 幹事会・役員会
第1回（幹事会）
日 時：2024年5月21日（火）16：00〜17：00
場 所：苫小牧経済センター　6階「大ホール」
第2回（幹事会）※書面開催
開 催：2024年11月❺ 苫小牧高専公開講座への協力

「苫小牧高専令和6年度公開講座」への後援
日 時：2024年7月31日（水）〜2024年8月2日（金）

3 積 立
苫小牧高専新規事業への特別助成の実施に向けた積立

2 各種助成
❶ 研究費助成
苫小牧高専地域共同研究センターへ研究費として助成

❷ 専攻科1学年授業科目「共同教育」への助成
苫小牧高専「共同教育」授業科目への負担として助成

5 広 報
❶ 高専通信による広報
❷ 協力会事業PR・会員加入推奨並びにHPによる広報

❻ 学生との交流・共同事業
●「令和6年度授業科目共同教育」への協力
●�苫小牧高専「創造工学Ⅰ・Ⅲ」における座談会
　「ジョブトーク」への協力
日 時：2024年11月6日（水）・7日（木）
●「令和6年度共同教育プロジェクト成果発表会」の共催
日 時：2024年9月9日（月）

❾ 特別助成の実施
◎若手研究者に対する研究助成
◎成果発表会の実施
日 時：2025年3月27日（木）15：00〜16：05
場 所：苫小牧経済センター　6階「大ホール」
講 演：「ヘテロコア型ポリマー導波路のタフ光センサーへの検討」

苫小牧高専創造工学科（応用化学・生物系）
准教授　渡邉　智 氏
「レクチン認識機能性糖鎖固定化シリカナノ粒子の開発」
苫小牧高専創造工学科（応用化学・生物系）
特命准教授　アルテアガ　アルテアガ　フェルナンド 氏
「自家消費型太陽光発電に関する研究」
苫小牧高専創造工学科（電気電子系）
助教　大澤拓門 氏

❷ I・Uターンマッチングシステムへの参画
システム再構築のため一時休止していたが2023年度より再開
《登録企業数：67社》

❹ 地域共同研究センター並びにキャリア教育センターとの連携
随時実施しております。

❿ 苫小牧市スマートシティ官民連携協議会への参画
デジタル技術等を活用した地域課題研究助成

❼ その他の関連事業への協力
◎苫小牧高専サテライト「C-base」との連携・協力

❽ 図書寄贈の実施
苫小牧工業高等専門学校学術情報センターへ研究図書を寄贈

6 その他運営に係わる事業
❶ 入学式及び卒業式への参加
・入学式 ：2024年4月9日（火）関根会長が出席いたしました。
・卒業式 ：2025年3月14日（金）関根会長が出席いたしました。

❶ 専攻科研究・研究シーズ発表会の開催
苫小牧高専60周年記念事業〜地域連携シンポジウム2024〜
日 時：2024年12月16日（月）16：00〜20：00
場 所：グランドホテルニュー王子3階「グランドホール」
講 演：「挑戦〜地上から宇宙へ〜」

株式会社本田技術研究所
宇宙開発戦略室　櫻原一雄 氏

専攻科研究発表：�専攻科1年生27名タイ高専生2名ポスター
セッション形式

❸ 会員企業合同研究会の開催
第13回苫小牧工業高等専門学校協力会会員企業合同研究会
日 時：2024年11月26日（火）　13：00〜16：10
場 所：苫小牧工業高等専門学校　第一体育館
出展企業：93社



《お詫び》
高専通信168号の8ページに掲載しております「卒業生保護者からの言葉」におきまして、久保輝洋様に作成いただいた原稿で
はなく、確認不足のため、誤って昨年度に掲載された原稿を使用してしまいました。このことにより、久保輝洋様並びに関係各位の
皆様にご不快の念をおかけしてしまいましたこと、深くお詫び申し上げます。
つきましては、久保輝洋様からいただきました原稿を掲載し、修正いたしました高専通信第168号を、本校のホームページにPDF
ファイルとして掲載させていただきましたので、何卒ご高覧くださいますようお願い申し上げます。

地盤研究室� 都市・環境系　加藤 晃

近年では、天然地盤材料の価格上昇により再生コンクリートなどの再生地盤材料の需要が高まっています。地

盤研究室では、再生地盤材料である再生コンクリートを主に扱い研究の対象とし、研究を行っています。 再生コ

ンクリートは建物解体時に発生するコンクリート塊を破砕した粒状地盤材料で、建設リサイクル法が施行されてか

ら約25年が経ちますが、ほぼ100％再利用されている状況です。しかしながら、コンクリートから溶出する六価ク

ロムの環境基準の見直しがあり、再生コンクリートをより一層注意深く扱わなければならなくなりました。そこで、

再生コンクリートから溶出する六価クロムによる環境汚染を低減するために、道内において発生する泥炭の利用

を考えています。泥炭は六価クロムを吸着することに着目し、再生コンクリートと

泥炭を混合した地盤材料の開発を目指しています。特に苫小牧で発生した泥炭

は廃棄されている状況ですので、その泥炭の有効利用にも貢献できます。上記の

内容は地盤環境工学分野に属しますが、他にも地盤工学に関する研究も扱ってい

ます。私たちの生活を支える地盤について、より深く考えてみませんか？

六価クロムを含む溶液に色付
けをした後の写真
（左：泥炭なし、右：泥炭あり）
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研
究
室
紹
介

人 事 異 動
○令和7年5月1日付
非常勤教職員

【採　用】
事務補佐員（有馬准教授研究室） 魚 住　 侑

○令和7年5月31日付
非常勤教職員

【辞　職】
総務課施設管理係臨時用務員 吉 川 政 司
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 杉 浦 晃 子

○令和7年6月1日付
非常勤教職員

【採　用】
学生課寮務係事務補佐員（寮母） 大 頭 好 江

○令和7年7月1日付
常勤教職員

【配置換】
総務課企画調査係長 後 藤 悠 介

（学生課学生係長）
総務課財務係長 鈴 木　 良

（総務課調達係長）
総務課調達係長 酒 井 洋 美

（学生課図書係長）
総務課人事係主任 小 幡 修 平

（総務課企画調査係主任）
学生課学生係長 酒 井 俊 輔

（総務課財務係長）
【昇　任】
学生課図書係長 三 國 谷 理 恵

（総務課人事係主任）
【併任解除】
総務課企画調査係長 森　 博 和

（総務課課長補佐（総務担当））

○令和7年8月1日付
教育職員

【育児休業からの復帰】
創造工学科准教授 石 川 愛 弓

○令和7年9月8日付
非常勤教職員

【採　用】
技術補佐員（渡邉准教授研究室） 平　 凌 嘉
技術補佐員（渡邉准教授研究室） 丸 山 拓 海
技術補佐員（渡邉准教授研究室） 横 内 杏 亮

○令和7年10月1日付
教育職員

【採　用】
創造工学科准教授（電気電子系担当）谷 口 美 緒
創造工学科助教（情報科学・工学系担当）大 川　 創
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編集後記
今年も厳しい暑さの夏がようやく和らぎ、校内にも秋の気配が漂いはじめました。一方で、豪雨や津波などの自然災害のニュースに

触れるたび、日頃の備えと互いに支え合うことの大切さをあらためて感じます。

今号（ 第169号）の『 高専通信 』では、令和7年度前半の本校の活動をご報告します。

1年生・2年生のオリエンテーションでは、学校生活の見通しや各専門系での学びに触れ、期待に満ちた表情が印象的でした。春季

体育大会では、生き生きと競い合う姿が見られ、高専体育大会では北海道地区大会、さらには全国大会において各部活動の力強い

健闘が光りました。寮祭も開催され、学生寮内の結束はいっそう深まりました。

オープンキャンパスには多くの皆さまにご来場いただき、在学生・教職員一同、日頃の学びと研究の成果を直接お伝えできる貴重な

機会となりました。ご参加・ご協力に心より感謝申し上げます。

国際交流では、タイ・カセサート大学およびニュージーランド・EITへの派遣を実施し、計20名の学生が海外研修に参加しました。

異文化の中で生活し、言葉と文化の壁に挑戦した経験は、語学力だけでなく人間的な成長にも確かな手応えをもたらしています。

さらに、本校では今年度から「 高専生の海外活動支援事業 」制度を広範囲かつ効果的に活用することで、海外で学び挑戦する学生を

これまで以上に後押しできる体制が整いました。各種制度や機会を積極的に活用し、世界とつながる一歩を踏み出してほしいと思います。

令和7年度後半も多彩な行事や取り組みが続きます。本誌および学校ホームページで随時お知らせいたしますので、引き続き

ご覧いただければ幸いです。今後とも本校の教育・研究活動へのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

 総務主事補　有馬隆司

高専通信


